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　 当社は、ステークホルダーの皆さまにKONOIKEグループに対する理解をより深めていただくため、KONOIKEグループの強み・

成長戦略・非財務資本情報を統合的に報告する「KONOIKEグル―プ統合報告書2019」を発行しました。

つきましては、本日添付のニュースリリースを行いましたので、お知らせいたします。 
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　　KONOIKEグループ『統合報告書2019』を発刊

11月7日よりグループWebサイト(IRライブラリー)でも公開」

経営企画本部本部長　　　　　 　　　　佐 藤 隆 夫

　　「グループの強み・成長戦略・非財務資本などの最新情報をご紹介
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■鴻池運輸株式会社の概要（https://www.konoike.net/） 

KONOIKE グループは、物流の枠を超え、製造、医療、空港業務などを通じ、社会課題の解決と⾰新に 
挑戦し続ける、プロフェッショナルサービス集団です。 

商号 鴻池運輸株式会社 ※東証 1 部 代表者 代表取締役兼社⻑執⾏役員 鴻池 忠彦 
⼤阪本社 ⼤阪市中央区伏⾒町 4-3-9 東京本社 東京都中央区銀座6-10-1 

創業 1880（明治 13）年 5 月 会社設⽴ 1945（昭和20）年5月30日 

資本⾦ 
1,723百万円 
(2019年3月31日現在) 

従業員数 
約25,000名（連結） 
(2019年3月31日現在) 
※臨時雇⽤者数を含む 

売上高 294,158百万円（連結、19年3月期） 営業利益 10,976百万円（連結、19年3月期） 
事業内容 請負サービス(製造業界向け、サービス業界向け)、物流サービス(国内物流、国際物流) 
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